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1.はじめに
近年.ICT CInformation & Communication Technology)の活用による「情報共有」の重
要性が大きくクローズアップされている。一方で，個人情報の流出や機密情報の漏洩といった問
題が多発しており，こうした問題を防止するための法的対応や情報倫理・経営倫理の問題につい
ても重要な研究課題として認識されるようになった。しかしながら，上記の「情報共有」と「情
報漏洩」といった研究課題は正反対の性格を有するが故に，これまではそれぞれ個別に議論され
る傾向があった。
そこで，筆者ら[IJは両者を包括した新たな分析枠組みの構築をめざして， 1情報の非対称性」
における情報の価値を，内容的価値と占有的価値に分解して捉える概念モデル (1情報の非対称
性」の概念モデル)を提案し，簡単な数値例によるシミュレーション[2Jを行っている。また，
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この概念モデルに対して，情報引力の視点を導入した「情報の非対称性における情報引力モデル」
[3]を提案し，学習・調査エネルギーの投入が「情報の非対称性J(第l段階)を生み出すが，放っ
ておくと情報引力により情報(のコピー)が相手に流出し，元の「情報の対称性J(第2段階〉
に戻ってしまうため，多くの場合それを防止すべく情報遮断エネルギーを投入するというプロセ
スを簡潔な形式でモデル化している。一方で，上記の「情報引力」については，筆者らが独自に
提示した研究視座であるため，物理学の量子論に依拠した「量子情報の引力J(gravity from 
quantum information [6]， [7])という自然科学のミクロ的(量子論的)アプローチが，近年
になってわずかに試みられているが， r情報の非対称性」という社会科学的アプローチ(物理学
の量子論に比較すると，明らかにマクロ的なアプローチ〉による「情報引力」の研究は展開され
ていない。
そこで，筆者[5]は以上のような一連の「情報の非対称性」研究口]ー[4]に対して，自然科学に
おけるエントロビー(情報エントロビー)の視点を新たに導入することにより， r情報の非対称
性における情報引力とエントロビーの 2段階モデル」を提案している。これにより，情報の対称
性→非対称性(第 l段階〉と情報の非対称性→対称性(第2段階〉という 2段階のプロセスにお
いて，情報の非対称性(正の非対称性[1])から生じる「位置エネルギー」が「運動エネルギー」
へと変化することで，情報を低い位置(負の非対称性[1]の状況にある行動主体)に流出させる
とともに，この情報の持つ価値の分だけエントロビーを増大させるという視点を提示している。
しかしながら，①学習・調査エネルギーの投入により情報の「内容的価値」と「占有的価値」
(情報の非対称性)が生み出される過程と，②情報の非対称性から生じる「位置エネルギー」と
「情報遮断エネルギー」との関係については，必ずしも明確な分析枠組みを提示するまでには至っ
ていなかった。
本研究では，こうした問題意識に基づき，筆者らの先行研究[5]において，学習・調査エネル
ギーによって生み出されるエネルギーを位置エネルギーとして位置づけていた分析枠組みを，
「不確実性吸収エネルギー」と「位置エネルギー」に分解して捉えることにより，その際の不確
実性吸収エネルギーが情報の内容的価値を生み出し，位置エネルギーが占有的価値(情報の非対
称性)を生み出すという新たな分析枠組みを提示する。さらに，人間や組織が，こうした情報の
占有的価値(情報の非対称性)を完全に維持しようとすれば，その時点での位置エネルギーに等
しい大きさの情報遮断エネルギーの投入が必要となるという考え方に基つ怠，上記の内容的価値
と占有的価値を概念的に定式化することを試みる。これにより，情報共有における情報の内容的
価値の保持と占有的価値の消滅という情報の特徴を， r情報引力」の視点から簡潔な形式でモデ
ル化していく新たな研究アプローチを提示する。
2.情報の非対称性における優位性と劣位性
一般に，二者(行動主体Aと行動主体B)の聞に「情報の非対称性」が介在する場合，両者
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の聞の利害関係において優位・劣位の立場が生じる。ただし，ここで言う「情報の非対称性」は，
一方の行動主体が所有する情報を， もう一方の行動主体が所有していない状態，すなわちその情
報を共有していない状態を意味し，筆者ら[1Jはその情報を所有する行動主体にとっての非対称
性を「正の非対称性J，その情報を所有しない行動主体にとっての非対称性を「負の非対称性」
と呼んでいる。
二者聞の利害関係において，正の非対称性を手に入れることができれば，負の非対称性の状況
にある行動主体に対して優位性を発揮することができる。とりわけ，その情報が魅力的である場
合には，より高水準の優位性が生まれる。これに関して，筆者ら[2Jは，負の非対称性の状態に
ある行動主体にとって内容的に価値が高く，かっ獲得願望の強い情報であれば，正の非対称性を
持つ行動主体が高い優位性を持つことを指摘している。そこで，人聞は学習・調査エネルギー[5J
を投入することにより，少しでも内容的に価値の高い情報を獲得・生成し，上記のような正の非
対称性を手に入れようとするのである。
こうして正の非対称性を手に入れた行動主体の多くは，この状態を維持しようとするであろう。
なぜなら，正の非対称性を獲得するための学習・調査エネルギーには，そのためのコストがかかっ
ているからである。もちろん，正の非対称性を維持していこうと思えば，学習・調査エネルギー
の他に情報遮断エネルギー[3J一[5Jの投入が不可欠であり，その際にもコストがかかるのである
が，こうしたコストが，正の非対称性を失うこと(情報共有)による優位性の低下を上回らない
限り，正の非対称性を放棄しようとはしないと考えるのが自然であろう。そこで，負の非対称性
の状態にある行動主体が，これを解消するためには，正の非対称性の状態にある行動主体に対し
て，何らかの「見返り」を与える必要がある。これが， r情報の非対称性」における優位・劣位
の大きさを意味するのである [3J。
3.情報所有の問題における情報の非競合性と非排除性
一般に，情報はモノの「所有当占有」とは異なり， r所有#占有」という性格を有している。
こうした情報の特性をふまえ，折戸・山下[8Jは情報の所有を，1)情報の占有， 2)情報の限定共
有， 3)情報の非限定共有という 3つの場合に分類する枠組みを提示している。
1)はモノと同様に情報を「占有」する場合を表しているが， Casson[9Jのいう「公共財の原
則」が示唆するように， r情報は共有することができ，そして情報の発見を繰り返すことは費用
がかかるので，あまり情報をもっていない人はより情報をもった人から学ぶほうが有利である」
ため，情報占有の状態を維持することは簡単ではなL、。したがって，情報を占有するためには，
他人に知られないような努力(情報遮断エネルギーの投入)が必要であり，放っておけば2)や3)
の共有の方向へと向かうことになる。
一方で，野口口OJは経済財としての情報は社会的限界費用がゼロになるという特殊性を有する
ことを指摘している。すなわち，情報は複製が可能であり，かっ複製によって元のものが破壊さ
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れないため，いったん得られた情報はその複製と伝達に必要な費用を除けば，社会全体としては
ゼロの費用で無限に利用者を増加させることができるのである口OJ。
このように，情報は一方の利用量や消費量が他方に影響を及ぼさないという「非競合性」
Cnon-rivalry)を満足する。すなわち，ニ者間での情報所有の構造が「対称」な関係であっても，
「非対称」な関係であっても，自身のもつ情報量それ自体は減少しないのである。しかしながら，
情報の所有には敵対的あるいは戦略的な圧力がかかることが多いため，対価を払わない人の利用
を妨げることができないという「非排除性JCnon-excludability)については必ずしも満足する
とは限らない。そこで，正の非対称性の状態にある行動主体には， 1情報の非排除性の排除」の
意識により，情報の非対称性を強化しようとする誘因が生じることになる。このように，情報は
「非競合性」を満足するが， 1非排除性」に関しては必ずしも満足しないため，正の非対称性の状
態にある行動主体は，負の非対称性の状態にある行動主体に対して，情報(のコピー)が流出し
ないよう，前述のような情報遮断エネルギー[3Jー[5Jを投入するのである。
4.情報の非対称性における「情報引力モデル」
4.1 r情報引力モデル」における位置エネルギーと情報遮断エネルギー
情報の非対称性において，一般に情報が高い位置(正の非対称性〕から低い位置(負の非対称
性)へと流れていくという性質を持つことに注目し，筆者ら[4Jは図1のような「情報引力モデ
ル」を提案している。すなわち，モノの「万有引力」と同様に，情報にも高い位置から低い位置
へと引き寄せる引力(情報引力)が存在し，この「情報引力」が情報を占有→共有(限定共有→
図1 r情報引カモデル」の概念図[4]
非限定共有[8])へと向かわせると考えるのである。
図1のモデルは，行動主体Aの学習・調査エネルギーが情報に位置エネルギーを与えること
で，行動主体Aは行動主体Bに対する「占有的価値JC正の非対称性)を手に入れることができ
るが，この位置エネルギーは放っておくと，情報引力により運動エネルギーに変換され，情報財
のコピーが流出してしまうことを示している。そこで，行動主体Aは情報遮断エネルギーを投
入することにより，自身の「占有的価値J(優位性)を維持しようとするのである。
さらに，筆者ら[5Jは図1の・「情報引力モデルJ[4Jに対して，情報の対称性→非対称性→対称性
といった推移を組み込むことにより，図2のような 12段階のプロセス・モデル」を提案している。
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4.2 情報の対称性→非対称性モデル(第1段階)
情報の非対称性が生じる前の状態(情報の対称性)では，まだ新たな情報が獲得・生成されて
いないため，行動主体Aと行動主体Bは対等な関係にある。そこで，行動主体Aは，情報の非
対称性(正の非対称性)により相手(行動主体B)に対して優位な立場を手に入れようとして，
学習・調査エネルギー [4]を投入することになる。これにより，情報は高い位置へと押し上げ
られ，情報が位置エネルギーを持つことになる。さらに，この位置エネルギーが，行動主体A
の所有する情報に内容的価値を与えるため，行動主体Aと行動主体Bの聞には「情報の非対称
性」が生じる。それと同時に， こうした位置エネルギーが，行動主体Bに対する行動主体Aの
「占有的価値」を生み出すことになる。
しかしながら，この位置エネルギーは放っておくと，運動エネルギーに置き換わり，情報のコ
ピーを低い位置(行動主体B)へと流出させることになるため，行動主体Aの「占有的価値」
が消誠してしまう。そこで，一般に行動主体Aは，学習・調査エネルギーとは別に，情報遮断
エネルギーを投入することで，行動主体Bに対して優位な立場(占有的価値)を維持しようと
することは，前述の通りである。すなわち，行動主体Aは，学習・調査エネルギーの投入によ
り，情報の内容的価値を生み出すと同時に，情報遮断エネルギーの投入により情報の流出を防止
し，自身で護得した占有的価値を維持しようとするのである。
4.3 情報の非対称性→対称性モデル(第2段階)
第1段階のプロセスにおいて，行動主体Aと行動主体Bの関係は，当初の対称(対等)な関
係から非対称な関係へと推移することになるが，こうした状態(非対称性)を永遠に維持するこ
とは困難である。なぜなら，永遠に情報遮断エネルギーを投入し続けることは現実問題として不
可能に近いからである。すなわち，情報の位置エネルギー>情報遮断エネルギーとなった時点か
ら情報が流出し，いつかは内容的価値のすべてが行動主体BC負の非対称性)にも伝わってしま
うことで，行動主体A (正の非対称性)の持つ占有的価値が完全に消誠し，元の「情報の対称
性」が再生されるのである。
ただし，情報は流出しでもそれが所有者の手元に残るため，行動主体Bに流出した情報の内
容的価値が行動主体Aにも残っている点に注意を要する。そして，これこそが「情報共有」を
意味するのである。
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5.情報引力に閲する本研究の概念モデル
本研究では，筆者らの先行研究[4]， [5Jで提案した図Iと図2のモデルにおける学習・調査エ
ネルギーを「不確実性吸収エネルギー」と「位置エネルギー」に分解して捉えることにより，新
たに図3のような概念モデルを提案する。そこで，まず筆者らの先行研究[4J，[5Jに従って，下
記のような前提条件を設定することにしよう。
〈前提条件〉
① 何らかの利害関係が介在する二者(行動主体Aと行動主体 B)を研究対象とする。
② 情報は，放っておくと(情報遮断エネルギー[3J一[5Jを投入しないと)，占有→限定共有→
非限定共有へと流れていくが[1]，ここでは二者〈行動主体Aと行動主体B)の聞の問題
(情報の非対称性)を議論するため，占有と限定共有[8Jのみを考え，非限定共有については
対象外とする。
③ 「情報の非対称性Jにおいて，その情報は行動主体Aと行動主体Bとの聞で，優位・劣位
の大きさを規定する。
④ 「情報の非対祢性」が存在するとき， r正の非対称性jの状況にある行動主体Aは， r負の
非対称性」の状況にある行動主体Bに対して優位な立場にある。
⑤ 情報の非対称性における情報の価値は，情報の「内容的価値」と「占有的価値」の和に分
解される。
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図3 情報引力に関する本研究の概念モデル
図3の提案モデルは，学習・調査エネルギーによって生み出される情報の価値が，不確実性吸
収エネルギーの生み出す内容的価値と，位置エネルギーの生み出す占有的価値によって構成され
(167 ) 情報引力モデルにおける情報の内容的価値と占有的価値 19 
ることを示している。ここで，情報の占有的価値を生み出すエネルギーを「位置エネルギー」と
呼ぶのは筆者らの先行研究[4J.[5Jと同様であるが，内容的価値を生み出すエネルギーを「不確
実性吸収エネルギー」と呼ぶのは，情報が人間の直面する不確実性(エントロビー)を吸収し，
それを低下させる量と等しい量の価値を持つという情報理論の基本的枠組みに，本研究が依拠し
ているからである。
図 3 において，学習・調査エネルギーを E. 不確実性吸収エネルギーを e 1 • 位置エネルギーを
e2とし，角 θを学習・調査エネルギーのベクトルと不確実性吸収エネルギーのベクトルがなす
角度とすれば.e1 = E" cos e.e2 = E" cos eとなり，不確実性吸収エネルギー e1に対する位置
エネルギ-e2の比率は taneとなる(ただし.0話。孟 π/2とする)。すなわち，角 θは学習・
調査エネルギーEにおける不確実性吸収エネルギーe1と位置エネルギーのとの聞の「バランス」
を意味するのである。もし，有用な情報を獲得することを主眼に置いて学習・調査エネルギーE
を投入したとすれば，。の値は小さくなり，希少性あるいは新規性の高い情報を生み出すことを
主眼に置いたとすれば，。の値は大きくなる。したがって，学習・調査エネルギーEは，前者の
場合その多くが不確実性吸収エネルギーelに向けられ，後者の場合は多くが位置エネルギーe2
に向けられることになる。
ここで，不確実性吸収エネルギー e1と位置エネルギーe2が，それぞれ内容的価値引と占有的
価値 V2を生み出す際の効率性を考慮して，これらの効率性を表す係数a1とαz(以下.r効率性
係数」と呼ぶことにする)を導入すれば， V1 = a1・e1= a1・E"cos e， Vz = az・ez= a2・E"siu e 
となる。したがって，学習・調査エネルギーEは，v1+vz=E(α1・cose+az" sin e)の価値を
生み出すことになる。
しかしながら，位置エネルギーe2は放っておくと，前述の「情報引力」により，位置エネル
ギーとは逆向きの運動エネルギー e3(= e2)に変換され，情報は低い位置(負の非対称性の状態
にある行動主体B)へと流出してしまう。負の非対称性の状態にある行動主体Bが，価値(内
容的価値引と占有的価値 V2)の高い情報を常に彊得しようとしているため，こうした情報は放っ
ておくと流出していってしまうのである。そこで，行動主体A(正の非対称性)が自身の手に
入れた情報の占有的価値%を維持するためには，情報遮断エネルギー引を投入する必要がある。
その際に，情報遮断エネルギ-e4と位置エネルギ-e2 (= e3)との聞の大小関係により，情
報の占有的価値 Vzを，次のような 3つの場合 (Case-l-Case-3)に分けて考えることができる。
|α2・e2(e4/ ez)口 a2・E"sin θ・e4/eZ= az・e4: e4 < ez = esのとき (Case-l)
Vz = ~ a2・e2=α2・E"sin e : e4 = ez = e3のとき (Case-2) ( 1 ) 
I a2・ez= az"E" sin e: e4 > ez = esのとき (Case-3)
(1)式において特徴的なことは， この式が情報の占有的価値 Vzのみの式で， ここに内容的価
値引が含まれていないことである。すなわち，情報引力により情報が流出したとしても，行動
主体Aはその内容的価値引を失わないため，Case-l-Case-3のすべてにおいて，行動主体A
20 『明大商学論叢』第96巻第4号 ( 168) 
(正の非対称性)の有する情報の内容的価値引は一定なのである。そういった意味で，情報流出
により行動主体Aが失う情報の価値は，占有的価値のみとなる。
一方で， Case-3は引 >e2 = e3であるため，この場合は過剰な情報遮断エネルギーの投入と
なってしまい，e4-e2の分は占有的価値 V2に結びつかないことになる O すなわち，位置エネル
ギ-e2以上にいくら情報遮断エネルギ-e4を投入しでも，e4-e2の分はムダなエネルギー投入
となってしまうのである。これは，個人情報保護法が施行された直後に，多くの企業・公共機関
が，過剰な情報遮断エネルギーを投入し，非効率的な活動を展開したときの状況を示唆している。
このように，本研究で提案した図3の概念モデルは，学習・調査エネルギーEが不確実性吸収
エネルギ-erと位置エネルギーe2に分解され，これらがそれぞれαlとα2の比率で情報の内容的
価値引と占有的価値町を生み出す過程(図2の第 1段階)と，こうして生み出された占有的価
値 V2が情報引力によって流出してしまうことを，情報遮断エネルギーe4の投入により防御しよ
うとする過桂(図2の第2段階)を，簡潔な形式で記述している。また，その際の情報の占有的
価値 V2の変化を，情報遮断エネルギ-e4と位置エネルギー e2との大小関係により 3つの場合
(Case-l ~Case-3) に分けて定式化している。これにより， r情報の非対称性」において，正の
非対称性の状態にある行動主体Aが情報の占有的価値を完全に維持しようとすれば，その時点で
の位置エネルギーに等しい大きさの情報遮断エネルギーが必要となることが示唆されるのである。
6.簡単な数値例による情報の価値の分析
前節で提案した本研究の概念モデルに対して，簡単な数値例を設定し， (I)式の角 θと効率
性係数ar，a2 (αr+向=1)を変化させることにより，情報の価値 V(=Vr+V2)がどのように
変化していくかについて分析していくことにする。ただし，情報遮断エネルギー/位置エネルギー
Ce/ e2)をρとして，p = 0，0.2，0ふ 0ゑ lの5つの場合を考え，角 θを00から 900まで50ず
つ変化させていくことにする。また，学習・調査エネルギ-Eについては，簡単のためE= 1 
とする。
上記の数値例による分析結果は，表 l~表 3 のようになった。それぞれの表において下線を引
いてある数値は，同一条件のもとで情報の価値Vが最も大きくなる値である。
表 1~表 3 の結果より，全体的に角。の値が小さいときに情報の価値 V が大きくなっている
ことがわかる。特に，表 3(ar = 0.8， a2 = 0.2)では，下線が引かれた数値が，すべて θ三五 150
となっている O これは， θの値が小さいほど情報の内容的価値引が大きくなり，このりIはp
(情報遮断エネルギー/位揖エネルギー :e/e2) の影響を受けないのに対して，情報の占有的価
値 V2はρの影響を受けて l-pの分だけ減少するからである。こうした結果は，情報の占有的価
値 V2を維持することの難しさ，そしてこのらを失っても情報の内容的価値引は保持されるとい
う，モノに対する情報の特殊性(情報の非競合性)を示しており，本研究の提案モデルの妥当性
(r情報の特殊性」の記述)を示唆する結果であろう。
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表1 効率性係数a1= 0.2， a2 = 0.8の場合の情報の価値 V(=v1十町〉
I~ 。 0.2 0.5 0.8 1 V1 V2 V V1 V2 V V1 V2 V V1 V2 V V1 V2 V 
o 1 0.200 01 0.200 。明200 01 0.200 0.200 01 0.200 0.200 01 0.200 0.200 01 0.200 
5 1 0.199 01 0.199 0.199 0.014 0.213 0.199 0.035 0.231 0.199 0.056 0.255 0.199 0.070 0.269 
10 0.197 01 0.197 0.197 0.028 0.225 0.197 0.069 0.266 0.197 0.111 0.308 0.197 0.139 0.336 
15 0.193 01 0.193 0.193 0.041 0.235 0.193 0.104 0.297 0.193 0.166 0.359 0.193 0.207 0.400 
20 0.188 01 0.188 0.188 0.055 0.243 0.188 0.137 0.325 0.188 0.219 0.407 0.188 0.274 0.462 
25 0.181 01 0.181 0.181 0.068 0.249 0.181 0.169 0.350 0.181 0.270 0.452 0.181 0.338 0.519 
30 0.173 01 0.173 0.173 0.080 0.253 0.173 0.200 0.373 0.173 0.320 0.493 0.173 0.400 0.573 
35 0.164 01 0.164 0.164 0.092 0.256 0.164 0.229 0.393 0.164 0.367 0.531 0.164 0.459 0.623 
40 0.153 01 0.153 0.153 0.103 0.256 0.153 0.257 0.410 0.153 0.411 0.565 0.153 0.514 0.667 
45 0.141 01 0.141 0.141 0.113 0.255 0.141 0.283 0.424 0.141 0.453 0.594 0.141 0.566 0.707 
50 0.129 01 0.129 0.129 0.123 0.251 0.129 0.306 0.435 0.129 0.490 0.619 0.129 0.613 0.741 
55 0.115 01 0.115 0.115 0.131 0.246 0.115 0.328 0.442 0.115 0.524 0.639 0.115 0.655 0.770 
60 0.100 01 0.100 0.100 0.139 0.239 0.100 0.346 0.446 0.100 0.554 0.654 0.100 0.693 0.793 
65 0.085 01 0.085 0.085 0.145 0.230 0.085 0.363 0.447 0.085 0.580 0.665 0.085 0.725 0.810 
70 0.068 01 0.068 0.068 0.150 0.219 0.068 0.376 0.444 0.068 0.601 0.670 0.068 0.752 0.820 
75 0.052 01 0.052 0.052 0.155 0.206 0.052 0.386 0.438 0.052 0.618 0.670 0.052 0.773 0.825 
80 0.035 01 0.035 0.035 0.158 0.192 0.035 0.394 0.429 0.035 0.630 0.665 0.035 0.788 0.823 
85 0.017 01 0.017 0.017 0.159 0.177 0.017 0.398 0.416 0.017 0.638 0.655 0.017 0.797 0.814 
90 0.000 。 。 01 0.160 0.160 01 0.400 0.400 01 0.640 0.640 01 0.800 0.800 
表2 効率性係数a1= 0.5， a2 = 0.5の場合の情報の価値v(= V1 +"2) 
I~ 。 0.2 0.5 0.8 1 V1 V2 V V1 V2 V V1 "2 V V1 V2 V V1 V2 V 
o 1 0.500 01 0.500 0.500 01 0.500 0.500 01 0.500 0.500 01 0.500 0.500 01 0.500 
5 1 0.498 01 0.498 0.498 0.009 0.507 0.498 0.022 0.520 0.498 0.035 0.533 0.498 0.044 0.542 
10 0.492 01 0.492 0.492 0.017 0.510 0.492 0.043 0.536 0.492 0.069 0.562 0.492 0.087 0.579 
15 0.483 01 0.483 0.483 0.026 0.509 0.483 0.065 0.548 0.483 0.104 0.586 0.483 0.129 0.612 
20 0.470 01 0.470 0.470 0.034 0.504 0.470 0.086 0.555 0.470 0.137 0.607 0.470 0.171 0.641 
25 0.453 01 0.453 0.453 0.042 0.495 0.453 0.106 0.559 0.453 0.169 0.622 0.453 0.211 0.664 
30 0.433 01 0.433 0.433 0.050 0.483 0.433 0.125 0.558 0.433 0.200 0.633 0.433 0.250 0.683 
35 0.410 01 0.410 0.110 0.057 0.467 0.410 0.143 0.553 0.410 0.229 0.639 。.410。.287 0.696 
40 0.383 01 0.383 0.383 0.064 0.447 0.383 0.161 0.544 0.383 0.257 0.640 0.383 0.321 0.704 
45 0.354 01 Q.354 0.354 0.071 0.424 0.354 0.177 0.530 0.354 0.283 0.636 0.354 0.354 0.707 
50 0.321 01 0.321 0.321 0.077 0.398 0.321 0.192 0.513 0.321 0.306 0.628 0.321 0.383 0.704 
55 0.287 01 0.287 0.287 0.082 0.369 0.287 0.205 0.492 0.287 0.328 0.614 0.287 0.410 0.696 
60 0.250 01 0.250 0.250 0.087 0.337 0.250 0.217 0.467 0.250 0.346 0.596 0.250 0.433 0.683 
65 0.211 01 0.211 0.211 0.091 0.302 0.211 0.227 0.438 0.211 0.363 0.574 0.211 0.453 0.664 
70 0.171 01 0.171 0.171 0.094 0.265 0.171 0.235 0.406 0.171 0.376 0.547 0.171 0.470 0.641 
75 0.129 01 0.129 0.129 0.097 0.226 0.129 0.241 0.371 0.129 0.386 0.516 0.129 0.483 0.612 
80 0.087 01 0β87 0.087 0.098 0.185 0.087 0.246 0.333 0.087 0.394 0.81 0.087 0.492 0.579 
85 0.044 01 0.044 0.044 0.100 .143 0.044 0.249 0.293 0.044 0.398 0.442 0.044 0.498 0.542 
90 0.000 。 。 01 0.100 0.100 01 0.250 0.250 01 0.400 0.400 01 0.500 0.500 
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表s効率性係数 a1= 0.8. a2 = 0.2の場合の情報の価値V(= Vl+V2) 
民 。 0.2 0.5 0.8 l V1 V2 V V1 V2 V V1 V2 V V1 V2 V V1 V2 V 
o 1 0.800 01 0.800 0.800 01 0.800 0.800 01 0.800 0.800 01 0.800 0.800 01 0.800 
5 1 0.797 01 0.797 0.797 0.003 0.800 0.797 0.009 0.806 0.797 0.014 0.811 0.797 0.017 0.814 
10 0.788 01 0.788 0.788 0.007 0.795 0.788 0.017 .805 0.788 0.028 0.816 0.788 0.035 0.823 
15 0.773 01 0.773 0.773 0.010 0.783 0.773 0.026 0.799 0.773 0.041 0.814 0.773 0.052 0.825 
20 0.752 01 0，752 0.752 0.014 0.765 0.752 0.034 0.786 0.752 0.055 0.806 0.752 0.068 0.820 
25 0.725 01 0.725 0.725 0.017 0.742 0.725 0.042 0.767 0.725 0.068 0.793 0.725 0.085 0.810 
30 0.693 01 0.693 0.693 0.020 0.713 0.693 0.050 0.743 0.693 0.080 .773 0.693 0.100 0.793 
35 0.655 01 0.655 0.655 0.023 0.678 0.655 0.057 0.713 0.655 0.092 0.747 0.655 0.115 0.770 
40 0.613 01 0.613 0.613 0.026 0.639 0.613 0.064 0.677 0.613 0.103 0.716 0.613 0.129 0.741 
45 0.566 01 0.566 0.566 0.028 0.594 0.566 0.071 0.636 0.566 0.113 0.679 0.566 0.141 0.707 
50 0.514 01 0.514 0.514 0.031 0.545 0.514 0.077 0.591 0.514 0.123 0.637 0.514 0.153 0.667 
55 0.459 01 0.459 0.459 0.033 0.492 0.459 0.082 0.541 0.459 0.131 0.590 0.459 0.164 0.623 
60 0.400 01 0.400 0.400 0.035 0.435 0.400 0.087 0.487 0.400 0.139 0.539 0.400 0.173 0.573 
65 0.338 01 0.338 0.338 0.036 0.374 0.338 0.091 0.429 0.338 0.145 0.483 0.338 0.181 0.519 
70 0.274 01 0.274 0.274 0.038 0.311 0.274 0.094 0.368 0.274 0.150 0.424 0.274 0.188 0.462 
75 0.207 01 0.207 0.207 0.039 0.246 0.207 0.097 0.304 270.155 0.362 0.207 0.193 0.400 
80 0.139 01 0.139 0.139 0.039 0.178 0.139 0.098 0.237 0.139 0.158 0.296 0.139 0.197 0.336 
85 0.070 01 0.070 0.070 0.040 0.110 0.070 0.100 0.169 0.070 0.159 0.229 0.070 0.199 0.269 
90 0.000 。。01 0.040 0.040 01 0.100 0.100 01 0.160 0.160 01 0.200 0.200 
次に，情報の価値 Vに対するρとθの影響について見てみると，vが最も大きくなる値(下
線を引いた数値)は，pの値が大きいほど，。の値が大きい位置(衰の下部〉へと下がっていく
ことがわかる。これは，情報の価値 Vを大きくするためには，pの値が大きいほど，学習・調
査エネルギーEに占める位置エネルギー e2の割合を大きくする(不確実性吸収エネルギー elの
割合を小さくする)，すなわち Oの値を大きくすべきことを意味しており，現実に即した結果で
あろう。ただし，前述のように，情報の内容的価値引はρの影響を受けないのに対して，占有
的価値 V2はpの影響を受けて 1-ρ の分だけ滅少するため，全体としては角。の値が小さいとき
に情報の価値 Vが大きくなっている。これより，十分な情報遮断エネルギーe4を投入すること
ができない場合は，情報の内容的価値引を生み出すことを優先仰を小さく)した学習・調査
エネルギーEの投入が得策であることが示唆される。
このように，本研究の提案モデルは，情報流出(情報の占有→共有，情報の非対称性→対称性)
によって情報の占有的価値は消誠するが，その内容的価値は維持されるという情報の特徴(特殊
性)を，1情報引力」の視点から簡潔な形式で記述しており，そういった意味で， 1情報の非対称
性」の問題に対する新たな研究アプローチを切り開く可能性を秘めているのではないかと思わ
れる。
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7.おわりに
本研究では，筆者ら[1]一[4]による一連の「情報の非対称性J研究に対して，エントロビー
(情報エントロビー〉の視点を導入した「情報の非対称性における情報引力とエントロビーの 2
段階モデルJ[5]における「学習・調査エネルギー」を， r不確実性吸収エネルギー」と「位置エ
ネルギー」に分解して捉える新たな研究視座を提示した。その際，上記の不確実性吸収エネルギー
と位置エネルギーが，それぞれ情報の内容的価値と占有的価値を生み出す過桂(第 1段階)と，
こうして生み出された占有的価値が情報引力により流出してしまう過程(第2段階)を，概念的
にモデル化し，第2段階における占有的価値の大きさを，位置エネルギーと情報遮断エネルギー
との大小関係により 3つの場合に分けて定式化した。これにより， r情報の非対称性」において，
正の非対称性の状態にある行動主体が，情報の占有的価値を完全に維持しようとすれば，その時
点での位置エネルギーに等しい大きさの情報遮断エネルギーが必要となることを示唆した。
さらに，本研究の提案モデルに対して簡単な数値例を設定し，情報の価値 V(=V1+V2)の変
化を分析した結果，現実に即した Vの値が得られ，提案モデルの妥当性を確認するととができ
た。これにより，正の非対称性の状況にある行動主体が，十分な情報遮断エネルギーを投入する
ことができない場合は，情報の内容的価値を生み出すことを優先した学習・調査エネルギーの投
入が得策であることを示唆した。
以上のように，本研究の提案モデルにより，二者聞での「情報の非対称性」における情報の価
値を，不確実性吸収エネルギーと位置エネルギー，および情報遮断エネルギーの側面から記述す
る新たな分析枠組みを提示することができた。今後は，本研究の提案モデルに対して，情報エン
トロビーの視点を導入し，エネルギー(不確実性吸収ヱネルギー，位置エネルギー，情報遮断エ
ネルギー)と'情報エントロビーとの聞の関係により，情報の価値(内容的価値と占有的価値)を
記述する新たな情報引力モデルの権築をめざしていきたL、。さらに，物理学の枠組みに従って，
情報の占有的価値を生み出す過程での情報引力・位置エネルギーと情報の質量(内容的価値?)
の関係，および情報の内容的価値を生み出す過程での抵抗(摩擦)と情報の質量との関係を定式
化していきたL、。
(本研究は，明治大学社会科学研究所の総合研究「企業のサステナビリティ戦略とビジネス・クオリティ」
の一環として行われたものである)
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